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様式第４号の２（第９条関係）

　　　　　　　　　

論文審査及び最終試験結果の要旨

　

本申請論文は、日本だけでなく世界の主要な死因である循環器疾患の発症リス
ク指標であるＬＯＸ‐ｉｎｄｅｘに関連する食事要因について明らかにした論文である。
脳血管疾患や心疾患の発症予測指標として、総コレステロールや ＬＤＬ コレステ
ロール等が用いられているが、 これらの指標が基準値以下であっても脳梗塞等の

発症リスクが高いことがいくつかの研究で報告されている。ＬＯＸ‐ｉｎｄｅｘは、動脈

硬化の進行から、脳梗塞や心筋梗塞の発症リスクを評価する指標であり、近年注
目されている。修士論文では、女性において抗酸化ビタミン摂取が多いほどＬＯＸ‐
ｉｎｄｅｘ が低値であることを報告しており、 本論文では、 抗酸化ビタミンを豊富に

含む野菜および果物の摂取、また、日本の長寿に寄与する伝統的な日本の食事に
ついて、ＬＯＸ・ｉｎｄｅｘとの関連を検討している。

　

第１章では、福岡県の地方自治体職員を対象に実施した栄養疫学調査参加者に
ついて、野菜および果物の摂取量とＬＯＸ‐ｉｎｄｅｘとの関連を明らかにすることを日

的とした。野菜および果物の摂取量は、妥当性が検証された簡易型自記式食事歴
法質問票を用いて調査した。 ＬＯＸ‐ｉｎｄｅｘは、 血中の酸化変性ＬＤＬ コレステロー

ル（ＩＪＩＢ）および血中に放出された可溶化ＬＯＸ‐１（ＳＬＯＸ‐１）を測定し、これらを

乗じて算出した。その結果、野菜および果物の総摂取量が多いほどＬＯＸ‐ｉｎｄｅｘが

低値であり、女性、特に５０歳未満の女性において、その関連は統計学的に有意で
あった。 一方、 野菜と果物で分けた解析、 野菜を緑黄色野菜とその他野菜に分け

た解析では、 いずれの摂取量もＬＯＸ・ｉｎｄｅｘとの関連を認めなかった。

　

第２章では、第１章と同じ対象者について、日本式の食事を評価する１２項目の
Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｄｉｅｔｌｎｄｅｘ（ＪＤＩ１２） とＬＯＸ‐ｉｎｄｅｘとの関連を明らかにすることを目

的とした。ＪＤＩ１２は、 白米、 みそ汁、 魚介類、 緑黄色野菜、 海藻、 漬物、 緑茶、
大豆・大豆製品、果物、きのこの１０項目の正の構成要因および、牛肉・豚肉、コ

ヒーの２項目の負の構成要因から成る。 対象者の各食品の摂取量が、 正の要因

では中央値以上の場合にＬ点を付与、負の要因では中央値未満の場合に１点を付
与し、１２項目の合計スコアを算出した。 その結果、ＪＤＩ１２はＬＯＸ‐ｉｎｄｅｘとの関

連を認めず、ＪＤＩ１２を構成する各食品摂取も ＬＯＸ‐ｉｎｄｅｘとの関連を認めなかっ
た。性、年齢、ＢＭＩによる層化解析では、いずれのサブグループにおいても、ＪＤＩ１２
とＬＯＸ‐ｉｎｄｅｘとの関連を認めなかった。

　

本申請論文は、女性において野菜や果物の高摂取が動脈硬化や将来の循環器疾
患の発症リスクの低下につながる可能性を示唆するものである。 また、ＪＤＩ１２を

用いて評価した日本食はＬＯＸ‐ｉｎｄｅｘとの関連を認めなかったものの、ＬＯＸ‐ｉｎｄｅｘ

と食要因に関する研究は少なく、 本論文は貴重なエビデンスとなり得ることが考

えられる。 循環器疾患は日本における主要な死因のひとつであり、 高齢者の寝た

きりや要介護の主な原因でもある。本研究の成果から、食を通じて循環器疾患の
予防や健康寿命の延伸に寄与できる可能性が示唆される。以上により、本申請論
文は、栄養学の更なる発展に十分に寄与するものであり、博士の学位（人間環境
科学）の授与に値すると考える。


